
様式１‐１ 
                                                ［概要報告書］  

実践校に関する事項 

学校区分 学校名 学校長名 

小学校 海南市立日方小学校 西村 充司 

学校所在地 

  〒  ６４２‐０００２  和歌山県海南市日方１２５７ 
     tel ０７３ (４８２) ０１１８     fax ０７３ (４８２) ２１０２  

担当者名 役職名・担当教科 

森本 浩輝 教諭  ６年生担任 

 〔学校の概要〕 

  創立は明治６年２月１日で、海南市では最も古く、和歌山県女子師範学校附属小学校の時代があるなど、歴史と 

 伝統のある小学校です。また、海南駅前に位置し、海南市内でも中心地に位置しますが、児童数は年々減少し、 

現在は全学年１クラス、児童数は１６３人を数えるばかりです。なお、かつてからクラスの名称は、「星組、月組、 

雪組、花組・・・」で、今は全学年星組ばかりのオールスターとなっています。校歌の中にある「一生懸命」が 

校訓ともなり、今年度は「チームワークと感謝、そして笑顔」という合言葉を、児童・教職員・保護者・地域で 

大切にしながら学校生活を送るようにしています。 

研究実践に関する事項 

対象者児童・生徒 学習支援者等（延人数） 主な活動場所 

  学年 ６年生  ２８名 教員３名 現地支援者４名 ６年生教室、コンピュータ室、田辺市本宮町 

実践研究テーマ 

 郷土の魅力再発見～世界遺産学習を通して～ 

実践教科等名 単元名 

 総合的な学習  郷土、和歌山県や海南市の歴史的な魅力を再発見しよう 

 〔キーワード〕 世界遺産 和歌山県 海南市 魅力 

 〔単元目標〕 

 

 和歌山県や海南市に関わる世界遺産の学習を通して、歴史的な魅力を再発見し、郷土への愛着や誇りを高める。 

 〔学習に当たった全学習時間数（世界遺産学習に関わる時間数及び 学習活動名／教材名）〕 

 
  全体 １２時間 （「郷土、和歌山県や海南市の歴史的な魅力を再発見しよう（世界遺産学習を通して」 １２時間 ） 

 〔地域および文化財管理者等との連携の実施状況〕 

 

 海南市教育委員会 生涯学習課・・・小学生資料集「熊野古道 紀伊路 藤白坂」３５部の提供＜事前学習のため＞ 

 和歌山県世界遺産センター  ・・・世界遺産講座等、現時学習ガイド 等 

 世界遺産マスター      ・・・現地学習ガイド 



様式１‐２ 
                                                ［概要報告書］  

実践校に関する事項 

 〔単元指導計画概要〕 

  主な学習活動 学習への支援 評価方法等  

１ 
 熊野古道を体験してみよう 

～まずは一の鳥居：藤白神社にて～ 

             （２） 

 学校から徒歩で20分程度に位置する 

藤白神社にての現地学習を行う。 
 感想文 

２ 
 小学生資料集「熊野古道 紀伊路 

 藤白坂」から学ぶ     （１） 

平成28年度に海南市教育委員会が発行 

した小学生資料集を児童の人数分届け 

てもらい、教材にして学習する。 

授業中の発言 

３ 

 世界遺産で体験してみよう① 

～世界遺産センター、道普請、 

 熊野古道ウォーク、本宮大社にて～ 

             （６） 

 次世代育成事業を活用し、熊野本宮の地に 

おいて、和歌山県文化遺産課や世界遺産セン 

ターの皆さんのご支援・御協力により実現 

した。 

 感想文 

４ 
 体験活動を振り返って、郷土の歴史的 

な魅力について語り合う  （１） 

 これまで活用した資料や、体験活動時の 

写真を提示し、具体的に振り返れるよう 

支援する。 

 授業中の発言 

 

５ 
 世界遺産で体験してみよう② 

 ～修学旅行にて、那智大社やその周辺を 

  散策～         （２） 

 世界遺産学習を通して培った、郷土の魅力 

や誇りを意識しながら、再び世界遺産をめぐ 

る 

 感想文 

 

 
 〔単元学習の成果と課題〕 

 ・実際に訪れたり解説を聴いたり歩いたりしたことにより、世界遺産や熊野古道を身近に感じられるようになった。 

 ・京都から、わざわざこんな険しい坂道を歩いて・・・と、体験してみて、熊野詣での大変さと、それでもたくさんの 

人がやってきたことによる値打ちの大きさを、実感することができた。 

・昨年度は道普請を実際に行えたことにより、世界遺産を保全していくことの、大変さと大切さの両側面を実感できたが、 

 今年度はコロナウイルス感染症の影響で実施できず、残念であった。 

 〔世界遺産学習の効果〕 

 ・郷土和歌山県や海南市の、歴史の重みと誇りを感じることができた。 

 ・世界遺産を守っていきたいという心が芽生えた。 

 ・世界遺産を守っていくことは大変なことだという実感をもつことができた。 

 ・もっと家族とも訪れたいと願う児童もみられるようになった。 

 ・修学旅行で那智の滝周辺を散策することになっている。事前にこれだけの学習ができていることで、深く見学してくれる

と期待できる。 

 〔世界遺産学習の今後の方向性及び改善点について〕 

 ・体験前に事前学習があり、単に熊野古道を歩かせていただくだけでなく、世界遺産マスターのお話も聞け、内容的に 

非常に素晴らしく充実していた。 

 ・校内的には、もっと価値を実感できた上で次世代育成事業に参加することで、より学びも感動も深く大きくなると 

思うので、もう少し事前学習を十分に行うようにしたい。 

 ・今後も機会があって可能であれば、ぜひ道普請も併せて体験させたい。 

 



 

様式２ 
令和２年度 「次世代育成事業」における学習記録               ［概要報告書  学習記録・活動写真］ 

 

学習活動１              学習活動２ 

 熊野古道を体験してみよう       小学生資料集「熊野古道 紀伊路 藤白坂」から学ぶ 

 ～まずは一の鳥居：藤白神社にて～   提供・協力：海南市教育委員会 生涯学習課 矢倉氏  

 

学習活動３ 

熊野古道を体験してみよう 

～世界遺産センター、熊野古道ウォーク、本宮大社にて～ 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１０月１３日、熊野古道に行ってきました。以前、那

智の滝に家族といった時に、大門坂から熊野那智大

社への熊野古道を歩いたことがありました。その時

は、主に「石だたみ」でした。今回はそれに似ていると

ころもあれば、土でできた道もありました。 

 途中にあった「ちょっと寄り道」という場所から見た景

色は、まるで絵に描いたようきれいな風景でした。青

い川に白い石、緑の山、そして青い空。海南では見

れないような、アニメのような景色でした。 

 綺麗な景色を見た後には、熊野本宮大社が待ち受

けていました。きちんと神様に、一日の感謝と願い事

をしてきました。願いがかなうとうれしいです。 

 「次世代育成事業」として、熊野古道をはじめ「世界

遺産」について学ぶことができました。この経験を今

後の学習に生かしていけるようにしたいと思います。 

１０月１３日火曜日、熊野古道を歩いたり、世界遺産

について勉強したりしました。 

 熊野古道は自然がいっぱいあふれていて、上から

ながめる景色もきれいでした。歩いている途中、道が

へこんでいるのを見かけました。私の先ぱいのように、

道のへこみを直す活動でこういうのを直したいと思い

ました。 

 世界遺産の勉強では、文化遺産、自然遺産、複合

遺産の種類があることや、全国の世界遺産について

など「そうだったのか。」と思う場面がたくさんありまし

た。 

 世界遺産の熊野古道を次の世代に残すために何か

できることをやってみようと思います。 

今日私たちは熊野本宮館に行きました。その中でも熊野古道を歩いたこと

が一番印象に残っています。行くときはどんなところだろうと思い、想像もでき

ませんでした。歩き始めると、本当に山の中で周りに木がたくさんあり、地面

は石や根で自然の道でした。私は、熊野古道みたいな所を歩いたり、見たり

したことがなかったので、歩いているときも驚きばかりでした。少しこわいところ

もあったけれどとてもいい気分で歩いていました。2.5ｋｍ歩いたのですが私

にとってはとても長く感じられました。時々歩いているときに、家があったり、７

２、７３と番号を書いたものがあったりして、すごいなあと感心しました。今日の

最後に行った熊野本宮大社ではお参りもしました。あまり、普段神社に行か

ないので、とてもいい機会になりました。今日行ったところはどれも初めてだ

ったのでわくわくしたし、とても勉強になりました。また、家族などとも行ってみ

たいです。自然の空気が味わえてよかったです。 


